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【目的】厚生労働科学研究費補助金「健康安全・危機管理対策総合研究事業」の研究課題の事前評価、中間評価、事後評価の評価点数の状況とその関連要因（Funding Agency（FA）の支援活動、研究成果など）を明らかにし、研究課題に対する効果的な研究支援方法、研究課題の適切な研究評価手法の具体的な方策を検討する。

【方法】対象は平成18年度～21年度に本研究事業の交付を受け、研究を終了した研究課題61課題であった。使用したデータは、事前評価、中間評価（研究開始1年目、2年目）、事後評価の評点（専門委員による専門点、行政委員による行政点、全体の評価点）、研究費総額、研究課題への支援状況（研究事業推進官（Program Officer：PO）への研究班会議の開催通知の有無、研究班会議へのPOの出席の有無）、研究成果（原著論文及びその他論文（和文、英文等）の発表件数、国内・国際学会での発表件数、施策への反映、普及・啓発活動等）などであった。事前評価、中間評価、事後評価の評点の変化と相関、研究課題の支援状況、研究費総額、研究成果と評点との相関を分析した。

【結果】専門点は事前評価と比較して事後評価が低く、行政点と評価点は事前評価と比較して中間評価、事後評価が低かった。事前、中間、事後の間の相関は、専門点では事前と事後、中間（1年目）と中間（2年目）、中間（1年目）と事後、中間（2年目）と事後の間で正の相関がみられた。行政点では事前と中間（1年目）、中間（1年目）と事後、中間（2年目）と事後の間で正の相関がみられた。研究課題への支援状況と評価点との関連では、POが研究班会議に出席した研究課題の方が事後評価が高かった。

　研究成果と評価点との関連では、事前評価は国内学会での発表との正の相関がみられた。中間評価（1年目）は全ての研究成果との相関はみられなかった。中間評価（2年目）はその他論文（和文、英文等）との正の相関がみられた。事後評価は原著論文（和文、英文等）、その他論文（英文等）、国内・国際学会での発表との正の相関がみられた。しかし、行政的成果（施策への反映、普及・啓発活動等）に関しては、事前、中間、事後のいずれも評価点との相関はみられなかった。

【考察】評価点数の研究成果に対する基準妥当性に関しては、同時妥当性は学術的成果に対しては高いが行政的成果に対しては低いこと、予測妥当性は学術的成果、行政的成果ともに低いことが示唆された。したがって研究評価の基準妥当性を改善するためには、①研究報告書や研究計画書の様式に行政的成果を記載する項目を設定し、それらを具体的に記載するように研究代表者に周知すること、②研究計画書（新規）の「期待される成果」を具体的に記述するように申請者に周知すること、③ヒヤリング等を通じて、研究計画書等の書面には顕在化しにくい研究に対する意欲や積極的な姿勢などの「意志の力」を測定・評価すること、などが必要であると考えられる。

